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日本初！新聞用輪転機に最新UV-LED装置を搭載し
革新的な商業印刷高速輪転機として競争力をアップ

平成28年度補正 事業分野 ものづくり技術 一般型

実施した内容（取り組みの詳細）
　特定周波数の紫外線（UV）照射で乾燥（硬化）するインクを使用した印
刷は本事業の数年前に開発されていましたが、紙が高速で進む輪転機で
の活用は不向きとされていました。しかし、消費電力・発熱量が激減する 
UV-LEDライトが開発されたことを知り、国内大手インキメーカーとUV照
射技術大手に「日本初」となる輪転機での開発テストを持ちかけ、協力を得
ることができました。開発は当初想定より難航しましたが、調光と電源の
微調整ができる光源安定化装置に辿り着き、6ヵ月にわたるテストの末、よ
うやく実用化することができました。 

　少子高齢化と人口減少を背景に売上は漸減傾向にありました。こうした社
会情勢による課題のほか、大小問わず新聞社共通の課題として「新聞輪転
機」の有効活用と稼働率向上があります。新聞輪転機は新聞製作の心臓部で
すが、稼働時間は１日数時間程度で、交代で数人が張り付く状態のためコスト
パフォーマンスに劣ります。また、営業人員を増員していたチラシ作成等の印
刷事業では、社内で処理しきれない大型・多工程の案件が増え、外注費が膨
らんでいました。こうした課題の解決策として、商業印刷が可能な輪転機に改
造することで稼働率向上と膨らんでいた外注費の削減を目指しました。 

取り組みの成果・波及効果
　インクがUV照射で瞬時に乾燥するため、輪転機でも光沢のあるコート
系の紙への連続高速両面印刷が可能になりました。これは新聞業界内で
は画期的なことで、新聞印刷以外に用途がなかった輪転機の用途拡大に
つながりました。 
　新聞輪転機での印刷は2万枚/時間と飛躍的に向上し、既に保有してい
た枚葉機の片面カラー印刷（両面印刷換算4千枚/時間）とあわせると、商
業印刷はこれまでの6倍の生産能力になりました。輪転機の商業印刷能力
を活かすことで外注費の大幅な削減にもつながりました。 

　近年デジタル化でペーパーレスが進むなか、新型コロナウイルスの感
染拡大にともなう各種イベントの中止等により、パンフレットやチラシ・
ポスター等の受注は大幅に減少しました。現在、受注は少しずつ回復して
いますが、イベント縮小などの影響は今後も暫く続くと考えています。 
　多くの同業他社が苦境に立たされていますが、当社は生産能力の向
上と短納期を売りに、将来的には「印刷通販」などへの進出も視野に体
制整備を進めています。今後は本事業を活かし、現在手取りで対応して
いる排出部から下流部のオートメーション化も検討しています。 

　当社は約100年前の創業時から秋田県北東部の北鹿地方（大館市、北秋田市、上小阿仁村、鹿角市、小坂町）5市
町村の地方新聞の編集発行と一般商業印刷を続けている新聞社です。今回は投資額の割には稼働時間が短い新聞
輪転機の有効活用を計画し、補助事業を活用させていただきました。 
　新聞社共通の課題である輪転機の有効活用策として、 新聞用紙専用の印刷機を商業印刷が可能な高速輪転機
とすることで、生産能力を飛躍的に向上させることができました。 

　地域に愛される紙面作りのため、広
い視野を持ち、記者も一人の住民とし
て北鹿地方の明日を考えています。 
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UV-LED ライトを照射している様子 

排出部の印刷物の様子 

最上部にUV-LED装置を設置した輪転機

UV-LED装置の冷却機器 

光沢あるコート系の紙（上）と新聞紙の比較 UV-LED装置の光源制御部

大館市釈迦内にある印刷センター外観

本事業への取り組みの経緯 

御社のモットーを教えてください。 
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今後の展望・活動予定


